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≪研究ノート≫
ペルー中部・クスコ県マルカパタ村
ワヤワヤ峠―キンセミル・ルートに
おける地形システムと農牧利用
苅 谷 愛 彦＊・佐々木 明彦＊＊
１．はじめに
アンデス山脈は南米大陸を縦断する長さ約８０００kmの長大な山脈である。
アンデス山脈の分布範囲は北緯約１０度から南緯約５５度に及ぶため，緯度方
向にさまざまな気候区を通過する。またアンデス山脈は太平洋に面した海
岸地帯やアマゾン盆地から屹立し，標高６０００mを超える高峰や，ペルー
からボリビア，チリにかけて続く標高４０００－５０００mの広大な高原（プナ）
に達するため，垂直方向への気候変化も顕著である。
たとえば，ペルー中部アマゾン川源流地域に面するアンデス山脈の東側
斜面では，標高５０００－６０００m前後の氷雪帯から標高５００m前後の熱帯雨
林帯に至る多様な自然環境が，水平距離１００kmほどの区間に連続して現
れる（図１）。インカ時代以前から当地に暮らす先住民は，この大きな高
度差を活かし自給自足を基本とする持続的な農耕・牧畜活動を営んできた
（山本１９８０，１９９２）。彼らは１年を通じて垂直方向に移動し，季節とともに
変化する自然環境を巧みに利用して農牧を行ってきた。このような環境利
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用はアンデス山脈の東・西両斜面で認められ，高度差利用（垂直統御）と
よばれ主に民族学・人類学的観点で研究されてきた（Murra１９７５；山本
１９９２；稲村１９９５）。
インカ帝国の首都だったペルー中部の主要都市クスコ（Cusco）の東約
１２０kmにあるマルカパタ村（中心地プエブロ・マルカパタ［Pueblo Marca-
pata］：南緯１３度３５分，西経７０度５８分，標高約３１５０m）も，高度差利用の
好例がみられる地域の１つである（図１，７）。住民（約４５００人，２００７年）１）
の大半はケチュア語を母語とする先住民で，他に混血のミスティ（メスチ
図１ アンデス山脈・東山系東斜面の地形陰影図
Ap：高原（アルチプラノまたはプナ）。Hh：ワヤワヤ峠（標高４７００m）。Ma：
プエブロ・マルカパタ（標高３１５０m）。Qm：キンセミル（標高６００m）。Vi：
ヴィルカノータ山群。アマゾン盆地上空から南西を俯瞰したと想定。破線はワ
ヤワヤ峠からキンセミルに至る延長約８０kmに及ぶ調査ルートを示す。
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ソ）や他地域からの入植者が居住する。先住民は村内の高地部に，ミスティ
は中間域に，入植者は低地部に主居住地を持つ。
マルカパタ村における先住民の農牧や季節移動の実態は，長期のフィー
ルドワークに基づき解明されてきた（山本１９８０，１９９２）。すなわち，彼ら
は標高４０００m前後に主居住地をもち，それ以高に家畜番小屋を造ってリャ
図２ 調査地域
H：ワヤワヤ峠（標高４７００m）。M：プエブロ・マルカパタ（標高３１５０m）。Q：
キンセミル（標高６００m）。T：ティンキ（標高３７００m）。V：ヴィルカノータ山
群。調査ルートはマルカパタ（アラス）川に沿って，ワヤワヤ峠からプエブロ
・マルカパタを経て，キンセミルまでの区間に設定した。本稿で述べるように，
地形の特徴から氷雪地形帯（G），峡谷帯（V）および開析扇状地帯（F）にル
ートを分割できる。ヴィルカノータ山群周辺の白色部は現在の氷体や越年雪渓
の分布を示す。
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マやアルパカを飼う。標高４０００m以低では，ジャガイモの共同耕地が標
高３０００m前後まで分布する。この高度帯では，彼らは耕地周辺に出作り
小屋を設け，栽培方法や収穫期を異にする多様な品種を栽培する。また標
高約３０００mから約２０００mにかけてトウモロコシも栽培する．しかし標高
２０００m以下では先住民の活動はみられなくなり，代わって入植者がサト
ウキビやコーヒーなどを栽培する（図７）。
このように，マルカパタ村における伝統的な農牧のようすは明らかにさ
れてきたが，その背景にある自然環境要素のうち，地形に関する記載はこ
れまで少なかった。地形は農牧をはじめ人間生活や地域社会・経済の根幹
を支える重要な基盤となるため，いかなる学問的視点で地域を捉える際に
も地形の形態・分布，成因および年代に関する記載は欠かすことができな
い。実際，アンデス山脈西斜面に属するペルー・アレキパ県プイカ行政区
の周辺でも地形と農牧とのかかわりが検討され，両者に密接な関係がある
ことが報じられている（Kariya et al．２００５；苅谷２０１２，２０１３）。
そこで筆者らは，マルカパタ村の高原（標高４７００m）から低地（標高
６００m）に至る水平距離約８０kmのルート（図１，２）で踏査を行い，地
形と農牧土地利用との関係を観察・記載した。
２．地域のあらまし
アンデス山脈は，ペルー中部では東山系・西山系とよばれる２つの山列
からなる。両山系の間には広大な高原が展開し，そこにはフリアカ（Juliaca）
やプーノ（Puno）といった地方都市のほか，ティティカカ湖（Lago Titicaca）
が存在する。
クスコの東南東１００km付近には東山系の一部をなすヴィルカノータ山
群が控え，主峰アウサンガテ（Nevado Ausangate，６３８４m）をはじめと
する高峰が連なる。これらの山群は現在も氷河に覆われ，それらの氷河均
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衡線（雪線）高度は標高５０００m付近にある（Klein et al．１９９９）。しかし
約２万年前の更新世後期末（最終氷期極相期）には，より大きな氷原や氷
帽がヴィルカノータ山群と周辺の高原を覆っていた。氷河地形や氷河堆積
物の分布からみて，最拡大時の氷河均衡線高度は現在より約１０００m低下
し，氷河末端高度は標高３５００m前後だったと考えられる。
マルカパタ村一帯の地質は，主にカンブリア紀（約５．４－４．９億年前）・
デボン紀（約４．２－３．６億年前）の変成岩類，ペルム紀から三畳紀（約３．０
－２．０億年前）に貫入した花崗岩類などからなる（Lecaros et al．１９９９）。
また現河川沿いには氷河堆積物や河成段丘堆積物，地すべり堆積物などの
第四紀未固結堆積物が点在する。
マルカパタ村はその最高所が標高５０００m以上，最低所は標高６００m程
度であるため，上述のように異なる気候区が域内にみられる。山本（１９８０）
が整理したマルカパタ村周辺の気象観測データ（統計年：１９６４－１９７６年）
によれば，プエブロ・マルカパタに近接するオヤチェア（Ollachea；標高
２８９０m）の年平均気温は１２．１℃，年降水量は１１３６mmである。同様に，
低地のキンセミル（Quince Mil）は年平均気温２２．３℃，年降水量６４０９mm
を示す。一方，本研究の調査地点としては最高所に位置するワヤワヤ峠
（Huallahualla Pass，標高４７００m）の西約４５kmにあるハトハ（Ccatcca，
標高３７２６m）の年平均気温は９．０℃，年降水量は５９１mmである２）。ハト
ハより標高が約１０００m高いワヤワヤ峠付近の推定年平均気温は，およそ
３℃となる。またアンデス山脈・東山系東斜面にはアマゾン盆地から湿潤
な気流が流入するため，地形性降雨が発生する。特に，プエブロ・マルカ
パタ周辺は雲霧林帯に入っており，年間を通じて霧が発生しやすい（山本
１９９２）。
東山系のところどころに鞍部（峠）がみられ，内陸側の高原と山麓側の
アマゾン盆地とを結ぶ道路が乗り越えている。ワヤワヤ峠を通過するのは
国道２８号線で，この道はペルーとブラジルとを結ぶインター・オセアニッ
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ク・ハイウェイになっている。本研究の現地調査は主に国道２８号線沿いに
行ったもので，マルカパタ村を貫流するマルカパタ川（アラス川，Rio Araz）
にほぼ沿っている。
３．調査方法
筆者らは，２００４年７月にワヤワヤ峠－プエブロ・マルカパタ－キンセミ
ル間の道路沿いで地形・地質調査を実施した。また比較参考のために，ワ
ヤワヤ峠の内陸高原側でも，ティンキ（Tinqui，図２）まで同様の調査を
行った。調査にあたり，露頭や土壌試坑断面の観察を行った。一部の地点
では１４C年代測定試料を採取し，それらの年代を明らかにした（佐々木ほ
か２００５）。またペルー国立地理研究所発行の地勢図（縮尺１：２５００００）・地
形図（同１：５００００）の読図や，ランドサットおよび Google Earthによる
衛星画像の判読も行った。さらに，アメリカ航空宇宙局の数値標高データ
（SRTM）から地形陰影図を作成し，補足的な地形解析も行った。
以上に基づき，各地点で確認された地形種を分類し，その分布高度や周
辺における農牧利用を記載した。
４．結果と考察：地形の特徴と農牧利用
４．１．氷食地形帯
ワヤワヤ峠一帯には，氷河底での削磨や，融氷河水流の侵食・堆積作用
で生じた高原状の地形が広がる（図３）。この地形を，本稿では氷食台地
（Gp）とよぶ。氷食台地の縁には椀状の窪みであるカール（Gc）が形成さ
れていることが多く，通常カールはその下流側で氷食谷（U字谷，Gt）
に連続する（図４）。また２筋以上の氷食谷が合流し，より幅の広い氷食
谷に移行することも多い。一般に，カールや氷食谷には厚さ１m以下の
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薄い腐植質土層や砂礫が分布するが，侵食された岩盤が土層や堆積物には
覆われず羊背岩となって露出する場所もある（図３）。氷食谷の谷底には，
氷河の末端や側方に砂礫が堆積して形成されたモレーン（Gm）が断続的
に現れる。モレーンも薄い土層に覆われることが多い。これらの地形を覆
う土層や堆積物の１４C年代からみて，モレーンなどの地形はいずれも更新
世後期末（最終氷期）から完新世（後氷期）にかけて形成されたものであ
る（佐々木ほか２００５；図５）。
氷食谷の谷壁には，沖積錐（Fa）や崖錐（Lt）が随所に発達する（図６）。
それらは，氷食谷を埋めていた氷河が融解した後，氷食谷に流れ込む支流
で発生した土石流や，氷食谷谷壁の崩落が原因となって生じたものである。
沖積錐は小規模な扇状地状の地形を，崖錐は裾の広いスカート状の地形を
図３ ワヤワヤ峠付近の氷食台地（Gp）
地点１（図２）。標高約４６５０m。基盤岩が氷河の侵食作用で磨かれ，羊背岩（矢
印）となっている部分もある。谷底はリャマやアルパカの放牧地で，先住民の
出作り小屋や囲い込み用の石垣がみえる。背後の山はヴィルカノータ山群。
２００４年７月撮影。
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それぞれ呈する。この他，氷食谷の谷底には蛇行した流路（Fc）がみら
れ，その沿岸に氾濫原（Ff）が分布する。氾濫原では厚さ数１０cmの泥炭
層が堆積することもある。さらに，谷底には氷河融解後に形成された河成
段丘面（Ft）が不連続に出現する。これらの地形は全て氷河が融解したあ
とに生じたものである。氷河は温暖化に伴って上流へ後退するので，解氷
の時期は場所によって異なる。一般には低標高にあるものほど古く，２－
１万前程度と推定される
このように，氷河の侵食・堆積作用を中心として，融氷流水の作用や，
氷河解氷後の地形変化（パラグラシエーション）によって形成された地形
群は，ワヤワヤ峠付近の標高約４７００mからプエブロ・マルカパタよりや
や上流の標高約３５００m付近にかけて連続的に現れる。本稿では，このよ
図４ ワヤワヤ峠東方の氷食谷（Gt）
地点２（図２）。標高約４１００m。幅広い谷底を流路（Fc）が流れ，その脇には
氾濫原（Ff）や沖積錐（Fa）がみられる。岩壁（Rw）などを除き，多くの斜
面がイネ科草本（イチュ）に覆われ，リャマやアルパカの放牧も可能である。
２００４年７月撮影。
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うな地形のみられる高度帯を「氷食地形帯」とよぶ。この高度帯は先住民
にプナ（寒冷な高原）やスニ（冷涼な高地）として認知されている環境帯
におおむね合致する（図７）。
氷食地形帯のうち，標高４０００－４７００m前後に分布する地形はほぼリャ
マやアルパカ，ヒツジの放牧地として利用されている。特に，リャマやア
ルパカが食べるイチュ（イネ科草本）が密生する斜面はそうである。一方，
標高約３５００－４０００mの高度帯はジャガイモやキヌア（アカザ科雑穀）の
耕地として使われるようになり，農牧の両方が展開される（図７）。次に
述べるように，氷食地形帯よりも低標高側の区間では，氷食地形帯ほど多
くの地形種が農牧に利用されるわけではない。調査ルート沿いに現れた氷
食地形帯の地形種のうち，カール上部の岩壁や氷食谷の谷壁を除く氷食台
図５ ワヤワヤ峠付近の斜面を覆う土層
地点１と地点２の間。氷食台地（標高４４４０m）を覆う腐植質土層。地表付近
のほか，深さ２０cm付近（Su）と深さ７０cm以深（Sl）にも，それぞれ厚さ８cm
前後と１２cm以上の明瞭な腐植質土層が発達する。下位の土層（Sl）は１１４４―
１５４５Intcal０４SH BP（２σ；１４８７±９６１４C BP，IAA―６１８）を示した。付近はリャ
マやアルパカの放牧地となっている。２００４年７月撮影。
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地，氷食谷底（厳密にいえば，谷底に散点する氾濫原や河成段丘面など）
は総じて緩傾斜地であることが多い。また，それらは薄い腐植質土層に覆
われている。傾斜の緩さと耕作可能な土層の存在が，氷食地形帯において
農牧のいずれをも可能にしている重要な要素と考えられる。
４．２．峡谷帯
氷食谷は標高約３５００m付近でとだえる。それより標高が低下すると，
谷壁の傾斜が増し，谷全体の横断面形が U字型から V字型へと変化する。
また周囲の山稜と谷底との比高も増加し，谷底の幅も狭くなる。このよう
な特徴を持つ深い谷はプエブロ・マルカパタを経て，標高１０００m付近ま
図６ ワヤワヤ峠西方の氷食谷の谷壁
地点３（図２）。氷河は右から左に流動した。矢印は氷河が形成したラテラル
・モレーン（側堆石堤；Gm）の一部を示す。谷壁下部に生じた沖積錐（Fa）
は，リャマやアルパカの放牧地となっている。谷底（標高約４２８０m）を流路
（Fc）が蛇行する。その脇の氾濫原（Ff）は泥炭質の土層に覆われる。氾濫原
も放牧地として使われる。２００４年７月撮影。
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で連続する。この区間に氷食地形は存在せず，地すべり地形や河成段丘面，
沖積錐，崖錐が卓越するようになる３）。ただし，標高３５００m以下でみら
れる河成段丘面や沖積錐，崖錐は，氷食地形帯のものと比べて小規模であ
る。これは谷底が狭くなるため，これらの地形が発達する空間余地が当初
からないためと理解される。
狭くて深い V字状の谷とともに，この区間を特徴づけるのは谷壁に発
達した地すべり地形であろう（図８）。調査ルートでは，標高３５００－２２００
m付近（谷底の標高）の谷壁で地すべり地形の発達がよい。特に，大規
模な地すべり地形は，すべり面の深さが数１０－１００m程度に達し，移動物
質の体積も１０５－１０６m３を超えると推定される。これは，日本において「深
層崩壊」とよばれている大規模・中規模地すべりとほぼ同じものである。
このような地すべりが発生すると，椀状・ちりとり状の斜面が残される。
図７ マルカパタ村における地形帯および高度差利用，環境帯
山本（１９９２）のダイアグラムを改変し，マルカパタ村における地形帯とそれら
の主要構成地形種を追記した。先住民はプナとよばれる高原・高地に主住居を
構え，そこから各高度帯にある出作り小屋・家畜番小屋に出かけて農牧を行う。
地形種は牧畜のみに利用されるもの，農耕にのみ利用されるもの，農牧の両方
に利用されるものがある。黒地に白文字で記したのはジャガイモやトウモロコ
シのグループ名。
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これを地すべり発生域とよび，その最上部には急斜した滑落崖（Lc）が
生じることが多い。一方，地すべりで移動した岩盤や岩屑は，斜面下方に
定置して不規則な凹凸を伴う低丘状・塚状の地形を作る（図８）。これを
地すべり移動体（Lb）とよぶ。なお，この区間でみられる地形は高原に
おける氷河の消長や気候変動に伴って，更新世から完新世にかけて様々な
時代に形成された可能性がある４）。
このように，深い谷を主体として，流水の作用と重力の作用を中心に形
成された地形からなる標高約３５００－１０００mの高度帯を，本稿では「峡谷
帯」とよぶ。峡谷帯はスニの最も標高の低い部分に一部が重なるが，主体
は先住民がケシュア（温暖な谷）やユンガ（暑い谷）とよぶ環境帯にほぼ
一致する（図７）。
図８ プエブロ・マルカパタ付近の峡谷に生じた地すべり移動体（Lb）
地点４（図２）。移動体上端（t）と下端（b）の標高はそれぞれ３３００mと２６００
mである。この移動体全体が段畑となっており，その上半はジャガイモ，下
半はトウモロコシの栽培に利用される。移動体の上方に滑落崖（Lc）がみら
れる。２００４年７月撮影。
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峡谷帯上部の河成段丘面や沖積錐，崖錐は草本や灌木に覆われるが，標
高が下がるにつれ密な植生に覆われるようになる（図９，１０）。すなわち，
標高３５００m付近の斜面はイネ科草本やキク科・ノボタン科の灌木に被覆
されるものの，これ以下では雲霧林に交代する。上述のように，プエブロ
・マルカパタ周辺やそれより低い標高２５００m付近までは夏季（雨季）を
中心に霧が発生しやすく，雲霧林が形成される。植生に覆われた斜面では
腐植質土層が生じるが，耕作はそれらの樹木を除去しないと困難である。
逆に，日射条件のよい北向き斜面は開墾されて，耕地となっていることも
多い。図８はプエブロ・マルカパタで確認された北向き斜面の中規模地す
べり地形で，地すべり移動体の全域がアンデネス（段畑）に改変されてい
る。移動体の上半部ではジャガイモが，下半部ではトウモロコシが栽培さ
図９ プエブロ・マルカパタ付近の峡谷
地点５（図２）。谷壁（Ss）と崖錐（Lt）および沖積錐（Fa）。マルカパタ川（Rm）
の谷底の幅は氷食地形帯のもの（図４）に比べて狭い。谷壁は雲霧林に覆われ
る。背後の山は標高が約４０００mあり，カール（Gc）が残されている。２００４年
７月撮影。
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れている。このほか，峡谷帯ではコーヒーやサトウキビが作られる。ただ
し，高原のようなまとまった牧畜はみられない。
４．３．開析扇状地帯
標高１０００m付近で峡谷帯が終わり，河谷が急に開ける。周囲の山地と
谷底との比高も小さくなり，河床も広くなる。これよりキンセミルまでの
区間では，マルカパタ川がかつて形成した扇状地が，その後の下刻によっ
て段丘化した河成段丘面が展開する（図１１）。一部に氾濫原は認められる
が，農牧に利用されている地点は確認されていない。キンセミルの市街地
はアラス川左岸の低位段丘面上に展開しており，その背後にはさらに高い
段丘面も発達する。これらの河成段丘面の形成年代について具体的な資料
図１０ 峡谷帯の沖積錐（Fa）
地点６（図２）。峡谷帯下部のマルカパタ川左岸。支谷で発生した土石流が大
きな沖積錐（Fa）を作る。１９９８年に顕著な土石流の流出があり，この沖積錐
上の耕作地を破壊した。撮影時点において耕作地は休閑中で，草本や灌木に覆
われている。標高１３９０m。２００４年７月撮影。
ペルー・アンデス東山系の地形と高度差利用 267
はないが，高原での氷河の消長とそれによる岩屑生産を考慮すると，高位
面・低位面とも更新世後期と考えられる５）。
本稿では，標高約６００－１０００mの高度帯を「開析扇状地帯」とよぶ。こ
の高度帯は先住民がユンガとよぶ環境帯に属する。この高度帯での農耕は，
主に熱帯雨林を切り開いて作られた耕地におけるバナナやコーヒー，サト
ウキビなどの熱帯作物が中心となる（図７）。これらの耕作は段丘面上の
平坦面・緩斜面を利用してなされるが，耕地が継続的に使用されるわけで
はなく，地力回復のために数年に一度休閑地とされる。このため，開析扇
状地帯における河成段丘面の広がりは大きいが，利用される地形の全体面
積はそれほど広くない。
図１１ 開析扇状地帯の河成段丘面（Ft）
地点７（図２）。開析扇状地帯のマルカパタ川右岸にみられる河成段丘面（Ft）。
層厚３５m程度の厚い礫層が段丘面を作る。標高８５０m。周辺は熱帯雨林。２００４
年７月撮影。
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５．まとめ
ペルー中部のアンデス山脈・東山系東斜面では，典型的な高度差利用が
長年なされてきた。本研究では，先住民による高度差利用がみられるクス
コ県マルカパタ村において，高原上のワヤワヤ峠（標高４７００m）から村
の中心地であるプエブロ・マルカパタ（標高３１５０m）を経て，低地部の
キンセミル（標高６００m）に至る区間で地形と農牧土地利用との関係を検
討した。調査ルートは延長約８０kmに達し，先住民による４つの認知環境
帯を通過する。
ルート沿いに現れる地形の特徴から，高度別に氷食地形帯（標高４７００－
３５００m），峡谷帯（３５００－１０００m）および開析扇状地帯（１０００－６００m以
下）に区分可能である（図７）。そして各地形帯ごとに特徴的な微・小地
形が発達することが判明した。とりわけ，多様な地形種は氷食地形帯で認
められる。先住民の生活に重要なリャマやアルパカ，ヒツジの飼育や，ジャ
ガイモの栽培は主に氷食地形帯でなされる。氷食地形帯は気候環境が厳し
い反面，氷河や融氷流水の侵食・堆積で生じた緩やかな地形が多く，利用
しやすい土地条件が成立していると考えられる。一方，先住民は峡谷帯で
もトウモロコシの栽培を行っている。この地形帯では地すべりが卓越して
おり，地すべり移動体の全域が耕地化している例も多数みられる。ペルー
山脈・西山系西斜面のアレキパ県プイカ行政区周辺では地すべり移動体の
利用例が多いが，それは地すべりが斜面の減傾斜化作用をもち，斜面物質
を細粒化する機能を有しているため農耕に適しているからだと考えられる
（苅谷２０１２）。マルカパタ村の地すべりについても，同様の解釈が可能であ
ろう。さらに，開析扇状地帯では河成段丘面の広がりが大きい。ただし，
密生する植物を伐採して土地を開墾する必要があるのに加え，耕地を休閑
させることも求められるため実際に利用されている農地の面積は大きくな
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い。
以上のように，マルカパタ村では住民の認知する環境帯にほぼ重合する
ように３つの地形帯が存在し，それぞれ特徴的な農耕や牧畜が営まれてい
る。ここでの高度差利用は，西山系と同様に，気候や植生のほか地形の影
響も強く受けていることが示唆される。今後は詳細な地形分類を提示し，
それを基礎として定量的な解析を進める予定である。
注
１）Distrito de Marcapata（Wikipedia）。２０１４年１１月２０日閲覧。
２）ハトハはワヤワヤ峠よりも内陸側にある。一方，本研究の調査ルートはワヤワヤ峠
よりアマゾン盆地側に設定されている。東山系ではワヤワヤ峠付近を境にして降水状
況が変化するので，ハトハの気候特性をただちにマルカパタ村の同標高帯にあてはめ
ることはできないが，参考のために引用する。
３）地すべりとは，斜面上の基盤岩や土壌が運搬媒体（流水，雪氷，風など）を介する
ことなく，重力の作用のみで斜面下方に塊の状態で移動する現象をさす。地すべりの
運動様式はクリープやフロー，トップルなどに細分できるが，移動物質の表面積や体
積（すべりの発生する深さ）によっても様式は連続的に変化する。
４）現時点では，この区間を含めて低標高側の地形から年代測定値は得られていない。
５）筆者らは峡谷帯と開析扇状地帯においても，河成段丘面構成層を精査して１４C年代
測定試料の発見に努めた。しかし有効な試料は得られなかった。湿潤熱帯では，土壌
や木片など有機物の分解が速いことが一因と考えられる。
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